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②『世界が日本を認める日』カレル･ヴァン･ウォルフレン

比較日本研究会2005年5月8日 レジュメ提出

第一章 日本と日本人が世界から認められるために

イラク参戦は戦後の日本人の信条と正反対の行為

<戟後日本の平和への熱い思い>

*日本の平和主義 :日本人の口癖､

*小林正樹監督の ｢東京裁判｣､｢日本は世界に平和の大切さを教えるため

に軍部指導者の有罪判決を受け入れた｣

*現在も日本の軍隊はイラクに､全 く必要のない侵攻に加担

* 日本政府のよからぬ意図から出た事ではない｡じつは､日本政府は自分

たちが手を貸しているものが正確にはどういうものなのかを､はっきり

理解していない｡

<世界で起こっていることに無関心な日本人>

* 日本のことを話題にする時 :｢肩をす くめる｣という表現がもっとも似

つかわしい｡

<世界地図から消えつつある日本>

*｢日本はほうっておいて中国に目を向けるべきだ｣欧米ビジネスマン､

大学キャンパスでの会話は日本から中国-｡日本は小さな付属物｡

*80年代の ｢産業の怪物｣からの信 じがたいほどの変化｡その決定的理由:

45年以降世界外交の舞台で事実上見えない存在であり続けていること｡

この状況に満足 しているもの :官僚 :国際的文脈.で注目されなくなった

ことは日本の官僚にとっては都合の良いものである｡

<樫の中に閉じ込められている日本>

*世界が日本に注目しなくなったことは日本の国内状況と対になってい

る｡

* 極めて重要なことであるにもかかわらずあまり関心が払われていないこ

と :中国(新しい外交を)､ロシア(関係改善を)北朝鮮 (日本の政治的存

在感の欠如)外交政策の鑑 :本書では鉄格子はなんなのかを明らかにす

る｡

* 今のアメリカは ｢善｣の勢力ではなくなった｡これを指摘する新聞雑誌

は多いが､この変化はきちんと理解されているだろうか｡
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*対外関係を改善するために､さらには世界をもっとまっとうにするため

に役立てるにはどうすればよいか｡

第二章 なりそこないの帝国の属国でよいのか

<日本とアメリカは同盟国か ?それとも ･･･>

*同盟か ?同盟は対等平等を基本とする｡日本はアメリカの重要な外交プ

ログラムや外交構想を邪魔 したことが一度もない｡

*植民地か ?植民地経済は常に宗主国の経済的利益にかなうように運営さ

れる｡日米関係は明らかにそうではない｡日本経済システムは異質｡

<奇妙な属国 ･日本>

*日本とアメリカはちっとも似てない｡中国人の方がアメリカ人に近い｡

いずれにせよ日本とアメリカはきわめて特殊な関係だが､この性格が捉

えにくいのは､それを表す言葉がないためだ｡こうした関係は歴史上存

在 したことがない｡

*｢属国｣が相応 しい名称 :真の主権を持たず､外交政策をほぼ完全に支

配されている

<政治的舵取 り役の不在>

*世界は国際舞台に日本がいないことを普通の状態とみなすことになっ

た｡これは実感としてわかる

*日本には普通の意味での政府は存在 しない､政治的説明責任の中心の欠

如｡-日本には事実上政府がない｡

*国が一人前の国家として認められるかどうかは､まさにその分野一外交

政策の決定という分野一にかかっている｡個人は頭脳を使って他の個人

との関係について考え､自分が達成したい事に合わせて自分の行動を調

整する｡日本という国にはそうした頭脳がない｡

* 日米関係の決裂という衝撃的な出来事が起きたりしたら､日本は遅まき

ながらそうした中心の主体を作 らざるを得ない｡そのような政治的中心

がなければ､国際舞台でやっていけないから｡このこときちんと理解す

ること重要｡中国問題の本質もここにある

*東 ドイツ崩壊の時のコール､アルジェリア ･クーデター時の ドゴール､

ベルリンの壁崩壊時のゴルバチョフ｡公式の権力保持者たちの集団とし

ての弱点があらわになるのは､即時の断固たる決断が必要な､そうした

危機の時｡

*日本の例､関東軍になんらの手も打てなかった文民内閣､阪神大震災時
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の政府対応｡

冷戦後の新しい世界が見えていない日本

ケ氏の歳芽にばと,4,どすべて何者するoノ窮鎗長倉のところで外交備野に'厨

Lでク虎と違いが1野でくる62かo国家というも_のに薗する感賞e?遠いだろうo

クjeは屠家を厳粛たるH会単位とLT題えるが.忍ばその国家B体が溶け

づつあると感 L:でいるOそ允が決定額7?違いだろうa鐙クで8本囲窟潜#9

条の戯野島この度憂慮上にあ名.タ桑は尻尾国家を否定する09桑についでは

TBSでの立花vsg合繊 喋 りあげられてる良いo立花は彦看､富合ば改憲｡

ー立花が ｢要するに慶粛線番弟のノ野超文リ という呼に､Mの言葉で言えば改膚

め/｢粛得緩 /である Q

<冷戦後の新しい世界が見えていない日本>

*ソ連の崩壊によって日本を取 り巻く地政学的現実は劇的に変わった｡

* 北朝鮮は特異な事例 :北の敵対姿勢は冷戦の一部ではあったが､現在で

はこの敵対姿勢は単独で別個の政治的現実になっている｡それは冷戦の

遺物ではあるが､それを取 り巻いていた冷戦の諸条件はすっかり消滅し

ている｡ロシアも変わった｡中国も変わった｡そしてもっと重要なのが

アメリカの外交政策の変化｡冷戦の終結こそが大きな現実である｡北朝

鮮の対決姿勢に惑わされてはならない｡米国の予防戦争という驚くべき

政策選択もじつは冷戦の終結｡

* じつは国際勢力のアメリカの性格変化に対する認識は日本では全 く希

薄｡事態の進展きわめて早い-国際的な係わりを避けるための日本のメ

カニズムは役に立たなくなっている-このままでは日本はアメリカ帝国

主義の手先とみなされるようになるだろう｡

<｢善意の帝国｣という信じがたいネオコンの論理>

* 帝国主義という言葉に途方もない変化 - ･帝国という言葉に付きまとっ

た負の意味合いを消滅させたネオコン

<ソ連の消滅がアメリカに及ぼした影響>

*かつての大統領は､他国にどう対処すべきかという決断の際､そこそこ

まともな決断を下さなければならなかった｡

<アメリカは決して帝国ではない>

*アメリカの文化的覇権は､一見した印象より大きくはない｡アメリカの

商業文化は他の国々の文化の表層を漂っているだけである｡

<そしてついに失敗した覇権国アメリカ>

*アメリカは縮小しつつある大国｡

*かつてはアメリカに対する敬意が広 く存在｡今はほとんど消えうせてい
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る｡影響力というものはつまるところ､受ける側がどれくらい敬意を払っ

ているかにかかる｡

*｢わが国は世界のモラル的存在として行動 している｣と主張する資格を

失った｡

*日本は ｢なりそこないの帝国の属国｣で幸せになれるのか｡日本の外交

の優先事項を見直すことが急務｡

第三章 イラク-破壊された世界秩序の象徴

<ベ トナムとイラクを同列に置く誤 り>

* ベ トナムの場合は脅威の存在と同盟の存在あり｡イラクには両方かけて

いる｡何歴の存産こそが紛争に巻き遜iれる桑件の一つであるという御

題の題倉のyと?の貞雄卿としてベ Fナ4があるoク見 る何盟薗頗こそ

が算は威争に巻き遥iれるす藷燈を膚犬させる,という考え方のよう･震,

*右派の登場はベ トナム症候群という要因果大きい｡この潜粛ばおそら(

Eい 1､-__座潜力学ばそのように@(__.ものガろうoH黍 についでレ.)え拭

左賞B虐史顔の磨 り透される否定の窟犀が ｢搾る桑Jr･#う会Jの支揮

拡大を畳みβLjrひとつの要囲であるとウjeをろば窟L:るばヂであるo

*イラクの侵攻-ナショナリズムに支えられた妄想､政治的ウソ､西洋の

倣慢

<反ブッシュの人々にも支持された侵攻>

<国際法がこうむった深刻な打撃>

*り氏の世界史観が見て取れる-国際協調の歴史､漸進的な世界秩序

<占領が続 く限り抵抗は続く>

*オランダ政府の派兵に怒る

*NGO国際機関の活動も占領自体を正当化するのに一役買っている｡こ

の間題は重要｡善意のNGO,活動家はこれをどの様に捉えているか｡

高藤氏は今なにをしてるか｡それについて､ここまで突き詰めて考えて

いるか｡民主党はどの様なポジションか｡

*レジスタンスが世界に通告しているのは国籍や所属機関にかかわらず誰

でも標的になるということ

* 抵抗はさらに進む､治安は悪化

<ハッピーエンドはありえない>

*自衛隊は歴史的観点からも具体的な役割という観点からも茶番

* 現時点で有志連合にできるもっともまっとうなことは直ちに撤退するこ

62



読書ノート

と

<見事に成功したプロパガンダ>

<ドイツと日本を引き合いに出す愚かしさ>

*サダムは戦争を始めなかった

*イラクの人々が(日本人や ドイツ人と違って)アメリカに恩義を感じる理

由は全 くない｡従って占領統治は全 く違ったものになるはずである｡

<日本の動機とオランダの動機>

オランダ

*オランダ国民は戦争を支持してこなかったが､連立政権はアメリカの侵

攻が及ぼす広い意味での影響を考慮しないまま参戦を決定した

*政治家たちの甘い判断があった｡首相は宗教界出身でアメリカの善意を

疑わなかった｡

*当時のオランダ外相がNATOの事務総長になりたがっていた｡｢情けな

い｣というのが国民の世論調査結果

<日本>

*湾岸戦争は戦後始めての地政学的騒乱､日本は自国の存在を示す行動を

なにもとらなかった

* 日本の官僚と政府アドバイザーは1990年の失敗を繰 り返したくなかった

*日本の政府関係者にかけていた洞察 :(1)国連の承認なしの侵攻の結果

生まれる次の世界の姿 (2)今の事態を望ましい方向に持っていく能力が

アメリカの現政権にあるか

*イラク派遣の決断は問題のありかを慎重に見定めてのものではなかっ

た｡

<国民と政府の断絶>

*一般人が知識人よりはるかに性格に物事を見抜いていると思っている｡

この国家の周題をどう孝iるれ _ウ虎が次に犀われ名の慮この.ノ噺轡

<今なお続くイラクの悲劇>

第四章 とてつもなく変化した世界と時代遅れの日本

<時代遅れになっている日本の姿勢>

* 日本の政策決定者や理論家の間で論じられていることは今日の世界の現

実とずれている

* 日本は他のアジア諸国の変化に気付いていない｡｢いつも､結局はだい

じょうぶだったのだから､最終的にはうまくいくだろう｣という､独 り
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よが りの心的状態に浸っている

<現状維持思考が阻む変化-の適応>

* 日本にとっての大きな知的挑戟 ･･･権力保持者にしみついている考え

方､アジア諸国の変化

*日本の当局者は未だに冷戦時代から抜け出せない ･･･中国 ･インドの

台頭

*新 しいアジアに対処するにはどのような戦略的 ･政治的 ･外交的土台に

立つか

*冷戦の終結は武力でなされたものでなかった ･･･これ方墳財にをっT

いたよう鳥 だから今薪Lい皮潜学(#農産瀞の発虜彦te)が求められて

史星

* ウクライナの選挙は非暴力の手法が機能することを改めて実証している

*平和あるいは平和的解決を望んでいるか否かが政府の良し悪Lを判断す

る基準になっている

*簡単にいえば ｢アメリカの覇権の終わり｣と ｢世界大国アメリカの縮小

の始まり｣

<逆効果の衝撃と恐怖>

<世界でもっとも偉大な国の凋落>

* アメリカ-の信頼が2003年に崩れた｡｢予防戟争｣に乗 り出して､アメ

リカ自身の伝統的な政治原則を破った｡アメリカの安全を危うくしただ

けだ

*核兵器の拡散が再びグローバルな脅威になってきている｡これば5本の

マスコミそのばかではぽとんと潜 静ざれていをいが重要をボインFだ

*ワシントンは様々な国際機関に対する非公式な支配権を徐々に失ってき

ばかなク彦#7分棚 を空Lでいる0-才では密かにアメJJカに 以静に

もiLて食道いする､屠遵あるいは屠遭幹部の磨 きが透るo(アメ リカ

に受けの良い静UNDPM マTUツタ ･ブラウンをアナンは事務紛長官

房長官とL丁を屠せき竃を得をかっ/L･0)LかL､ あう一方で,頗々7?顔

面で､アメリカ#卿を､単CLTIす,i')ヅクとLでで嫁を(本家で国際贋厨

の車で屠膠する犀J手が増えていること古事寿だろうo碑Hのニ1-スで

64

言えば京都舛府会芽で京妄軌護宕書を遜 クアメ リオ赦卿が為っ/L･こと､ざ

らにNy本部での粛軍腐会虜 でエジブi･をと切輝 度肴｣野にガL,て5.51!_7?

脚 を慶厨LでいるらLいことをとこ粟国の鮒 fEが選んでいるように

感L:られる o



読書ノート

* 平時におけるアメリカの軍事力の限界を露呈してしまった

<時代遅れになっている吉田ドクトリン>

*過去三年で明白になったようにブッシュとネオコンは妄想の世界で生き

ている

*日本は属国の立場を捨て､真の同盟関係を結ぶことができる

<変化した世界の経済的帰結>

* 円ブロックという考え方はかなり馬鹿げたもの

*アジアブロックが形成されるためには世界貿易の様相を一変させるよう

な特別な取 り決めに日中が参加する必要がある｡この線材を原ク決め灯

ついてウ氏は講述ばLで合いがこそれこそ冷厳産道の囲定席倉を克全に

滋都L､アジァの虜昇を彦粛L､瑠謬Lをがら大願に孝克彦 (べきだと

貫いたレナのではをいか｡_

*ユーラシアを念頭に置くべき

第五章 日本の外務省-その奇異なる存在

ネーション:歴史や文化的伝統を共有し共通の言語､考えを持つ人々の集ま

り

ステイト:ネーションは外の世界で自らを代表することができ､なおかつそ

の外の国際社会に存在するルールを認めるときステイトとなる｡ ウ虎の言わ

,4,とするところば､要するに,一人の^瀞と何j鼠 上室体盤Jをネ-シ3ン

が符っ71･ときにステイFと凌名ということだろうo

<対外関係をつかさどる省の凋落>

<日本の外務省の奇妙な立場>

*日本の外務省は手足を縛られている｡手 :東京の官僚 足 :アメリカ

* 今日でも政治的説明責任の有効な中心が欠けていることに山県はもっと

も責任がある｡統一性ある政府を代表できないという外務省の問題は元

をただせば山県に行き着く｡こe).首についてば,本書でももう少 し静L:､

ifr儒 力膚遷･e)蕗ノでも詳しく窟 L:ている

<外務省の戦後の優先事項>

*外務省の官僚と占領当局のカウンターパー トはしばらくするとお互いの

安心できる分野を生み出した :世界で自己主張しない日本､アメリカと

の関係で現状維持しようとする日本

*誰が日本の外交政策を決定しているかを突き止めるための政策の4つの

カテゴリー
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(1)共産主義国に対しての姿勢(2)韓国 ･台湾(3)世界の大多数との関係(4)ア

メリカとの関係

<外務省との個人的な関係>

<何事も現状のままに>

*私の知る限りでは､強力な国が､別の国に全面的な戦略的保護を与えな

がら､その一方で､その相手国が経済の領域で事項に挑戦するのを許し

た例は過去にない｡

<いくつもの頭脳を持つ日本という国家>

*国について人間のように語るのであれば､日本は､知的に､もしくは感

情的に統合されておらず､自分がどこに向かって進んでいるかわかって

いない､ということができる｡

*真に新しい政策を生み出し､実行することのできる中核が､日本の政治

システムに欠けている｡

<日本の首相と外務省の関係>

*本当に首相として機能したのは田中角栄だけ

*過去40年､外交政策でもっとも偉大だったのは中曽根 :自立したアジア

政策｡中曹超にガする屠り紺 についてば､本研究会でIi威藤のあると

ころかあLれ凄いoあの有名を√不蕗空射愛書でH米原係をさらにr屠

動 静に虜姥L身のでばをいかという一議静もあ クiようoウ虎は車曽顔

を/jt折を潜めで粛(細 するo麻斉発に解 を 鳳 顔があるという

ことでば7分いかo ク虎ば8本^にi併任の毅彦を呼びかけるがこそれば
国家というキーワードで,語らみるoさで､わが冴密会では､どういう倉

.首が出て(るか ?

<絶え間ない変化の時代>

*湾岸危機は､政治的説明責任の中心が欠けているとどうなるかという格

好の見本

*海部の中東訪問取 りやめ

*エリツィンの訪日取 りやめ

<田中真紀子に欠けていたもの>

<相次ぐスキャンダル>

第六章 日本のナショナリズム

*日本に必要なのはナショナリス トではなく愛国者である

<ナショナリズムの負の側面>
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*アメリカにあるのは愛国心の大いなる復活などでは決してない｡アメリ

カにある熱病を正確に言い表す言葉はナショナリズムである｡

* ナショナリス トは自分の国を思考の中心に置 く｡イデオロギーである｡

イデオロギーは疑問視されない｡イデオロギーの守護者が疑念を抱 くも

のを打ち倒す｡

*一種の病理｡心理的機能障害

*独立を手にしていない人々が奉 じるナショナリズムと､独立している国

民が抱 くナショナリズム｡それは手段型と表現型(#p語を粛べること)

*日本が真の独立を達成するためにナショナリズムが必要とされているの

ではないか ?しかしこれは全 く違う｡日本に必要なのは現実的な政治｡

場違いな日本のナショナリズムは､この国を真の独立に寄与しない

<愛国心こそが必要なもの>

* 愛国者は自分の国を広い視野で眺めることができる｡たいてい国際的視

野を持つ｡自国の悪行を誇大に言いたてることも成熟の証でない0

* ナショナリズムと愛国心をはっきり認識され一般の議論でふたつの言葉

が正 しく使われればそれは日本の国際的立場にとってすぼらしい

<まだ消化されていない日本の過去>

*自虐史観と反自虐史観の否定

<吉田ドクトリン後の愛国心>

*アメリカの保護は完全に机上のもの

*ナショナリス トだらけのアメリカ政府は日本に対するどのような直接的

脅威にも立ち向かってくれない

*軍事でない､もう一方の外交イニシアテブが環境変化に対 して緊急に必

要なこと

夢6着 のキー ワー ドば あちろん ナショナ tJズム と愛J野主 義 であ る#o

PatTIotl'smのH本譜とLで密度室責が本当に適当であるかどうかoこれがぎ

ヂ撒野に7iるoH本6=F,Eでは愛鮎 東ば贋 クを(ナシ3ナlJズムに贋収されるo

愛卿主義 ･愛郷心こそがH#Li芽とLて頗応Lい言葉であると主窟L､かつ､

その愛郷にば国家も倉iれると慮カに窟ずる中で､儒者と7?っている主体任

の欠如,そLで虜犀7?犀とLでの /敬 /を打ち虜るという,この両面にお

けるブレークスルーの虜 をノ野けることができるのでji7iいか0

第七草 手ごわい隣国一歴史の新しい段階に入った束北アジア

<日本のもっとも厄介な隣国>
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*北朝鮮の体制も､全ての体制と同じく､｢生き延びたい｣と思っている

*北が欲しいのは不可侵条約

*北は､｢核爆弾の脅威｣に絶えずさらされてきた､ただひとつの国 :莱

軍の核搭載ミサイルはピョンヤンに向いている

*北の脅威という文脈でアメリカは日本をより安全にしてはいない｡北の

望みを正当と認めず挑発的な行動をとることで日本をより危険にしてき

た｡

*アメリカはむしろトラブルメーカー

* 北の脅威があるから日本はアメリカにくっついていかざるをえないとい

うのは､じつは真に自立した日本の政策について考えなくて済むよう､

一種の ｢逃げ｣として持ち出されている説明なのではないか｡

<歴史的チャンスを逃しそうな日本>

*ぬくぬくとしたここちよさがまずい

*｢予防戦争は認められない｣と宣言すること

第八章 EU-日本の権力者が発見していない巨大努力

<まだ発見されていないEUの重要性>

* EU､それは､国家でもない､連邦でもない､同盟でもない､帝国でもない､

全 く新 しい政治的現象

*事の重大さが加盟国の国民にも理解されていない

第九章 世界は日本を待っている-ユーラシアの挑戦

<互いに反対方向を見ている日本とヨーロッパ>

*ユーラシアの両端では､アメリカとそっくり同じ資本主義が実践されて

いるわけでもないにもかかわらず､それでも経済ニュースは主としてア

メリカの分析に由来する用語で報じられている｡

<アメリカフィルターの威力>

*ノンフィクションに関しては圧倒的にアメリカ出版社

<日本経済についての世界の間違ったイメージ>

*過去10年の状況を不況と呼ぶのは誤 り｡

* アメリカの高官たちは世界第二位の経済大国に対して､英米型の資本主

義より近いシステムに変えれば､日本はもっと繁栄すると大真面目に30

年以上にわたって説き続けてきた｡
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*ユーラシア人は反米主義者になってはならない｡アメリカはいつかブッ

シュ政権を突き動かしている過激なナショナリズムを追い払うはずだ｡

<学問的理論によるまやかし>

*広 く流布している国際関係理論は過去の世界に基づ くもの｡ バラ

ンス･オブ･パワー｡=この点については粛ば~_凄 稚西洋慶爵学の農ノ〔神

慮二部遣曹p記念巌夏菜)で粛Cて_中)る0 8ちろんこれを斎 Cる贋にウル

7レンを意威していたわけでをいo逆に今囲このウjeの最新:著書で者と

何C月調 号示されていることで､改めて何志Pを､iた一人発月Lで元

克がでカというところであるo

*この理論が見逃しているもの ･･･国民の啓蒙､友好的な感情､アセア

ンの協力から生まれている外交的安心感｡

<アメリカのパワーの衰退>

*パワーは相手の心理に作用するもの｡暴力を用いることは往々にしてパ

ワーを低下させる｡

*ヨーロッパやアジアの人々は､アメリカがやや前近代的な様相を呈して

いることに気付いている｡

*政府と国民の間が完全に反民主的になっている

*世界の現実を理解していない:地雷禁止､京都議定書､国際刑事裁判所､

包括的核実験

*ドルの下落｡過去三年でユーロに対して35%､円に対して24%

*好感をもたれる立場で､(つまりアメリカの懐に飛び込んだ上で)､日本

の意見を伝える､という立場は間違い｡ブラックホールに吸い込まれる

だけ｡ トニー ･ブレア-でさえできない｡

<まっとうな ｢諸国家の社会｣>
* インターナショナル ･コミュニテはない｡ソサイティ ･オブ ･ステー ト

がある｡

* ｢諸国家の社会｣は世界政府を生み出せないが､(あらゆる ｢社会｣がそ

うであるように)長期的な､物質的利益を超えたものがあることに気づ

くようになっている｡

<まず国連を守ることからはじめよう>

*日本が目標にすべきこと :国連を守ること

*アラブや中南米では国連､IMF､世銀､UNDPはアメリカの手先として

切って捨てられる｡ワシントンは国連がワシントンの思うことを､十分

やっていないと思っている

*イラク安保理決議反対はじつは国連を守った｡シラク､シュレーダー､
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プーチンはそれを理解していた｡

*国連は戦争を防止したり搾取を阻止したりはできない｡和らげることが

できる

*日本ができること:総会の強化､日本の外交官がヨーロッパ､インド､

中国､ブラジルと行動を起こしたら世界を驚嘆させる｡日本は再び重要

な国となる｡逆の場合､世界の仕組みの中で､日本がスミに追いやられ

る危険性ある

読後の全体的感想

rウオb7レンをるっと､そLでウォルフレンの鬼へJ

l 麿の虜は磨産されf=o虚潜としていた畠のに麦芽を与えられた感C鳥

ウjeの厳粛の舶 いところば､ジャーナtjス [らLく虜賓に密着Lつつ､

LかL,慶の居着のプUセスをかをクLつこ(屠示L,鹿男爵に腰,Gの爵

虜に贋ク77jT(逆づいている.身だと思 う0度の虜倉に飽きが乗をいのはそ

の忍者のプUセヌカ,+かなク_iL7体的 lらガと虐 う. 平面静Zirをんとか

夢債Jの願 でをいところが rbが友JとL/L･い舶 だろう0

2 <歩度の8本倉についで>

FH本線力席題の避才で好き好かされfr<中筋の欠如 LでいるH本>の

尿管ばいっこうに虜放されていをいo今厨の中国 ･摩Gとの原題､JR

密8本の事政府密をみるにつけ､いよいよ5本の申務欠如が具体静7?磨

で大き7PH余塵道央をもたらしてきていると痛感i-るoウjeばすでに/過

去の5本爵者Jと屠られているふLはあるが､患う一度､jeのH本番を

題彦L､替厨に序武 藤カに彪介する藤膚があるのでばをいかと､碑今

の草野を月をがら孝浸るo瀞Hの友人㈲ ば､澄Hオランダにいるウ

氏に富者インタビューL､p=記事をアサとYイブニングに威せているが､

何度から rいiさらウオJL,7レンで87安いだろうJと一才 LがられfJとい

うg今こそあう一度 ウォルフL,ン7IEのでば7TJいかと､鹿は孝iる0

3 <ク氏の粛る周密次虎>

Fブッシュ ･世界を摩L/r慶カの真実』に窟 (､ク虎の静男虜冶確執 こ

薗する分節 ･呈虞の膏とLでこの本ばあるoFU男を磨Lた- 一』で

藷Cらわでいることと本夢の舟容は府当オーバーラップLているo符に

アメljカの変窟とその将来に粛Lrは､るちろん ダ世界を虜Lカ- ･3
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で詳し(窟Cら允でいるOと/6あれ ウjeの屠る国際園傭 ･国際停穿分

節のばとJ4,と全てについて､粛占え産湯を何,i:(する.展の中で顔案とL
ていゑ原潜蒼顔i=卿 を,詔 を孝之られカ,庶る多いo要するに冷厳虜磨

顔の蕗界はJ潜廃家の教会Jに安らかオみばをらをいと､そこに必然が

あるの離 ,-1.東国アメリカはそ允を鹿野せず､H本もまた魔窟戯静に題

願LでいるQ 今､8本るギア一一チェンジLをいとPH本番とんでる7Icい

迷路にス ク遥かが.1.逆にあL犬虜にギア一 ･チェンジすれ拭大きを務膏

を浄罪から受けるはずだというo慶の分節と主慶に基本jm=何者する0

4 <神島をらばをんというだろうか>

東京紺 に遭威された#虐腐率の ｢転顔鼎H本を炭かJシ71-ズのうち

#4ノ野rG遂に対英する盈ノの中で神慮はこういうrそのようを#虎に

.対英するにはどうLjJらよいれ 主体のBだ謬讃､これであるo舛彪状

虎がどうであろうと､これに立ち向かう主体それB身の資努がiず儒者

だからであるoJ_書体のB己忍題を.主体のa己鮎 といいかえればここ

れは厨クを(久符のB木へのH,音･主産と_富をる0度 ･官･業の癒着静

題原野の顔い#藤とあわせ､舶 るifL･､ク虎を一足磨度 /二麦ソ とする

屠由であろう06,,1@ぱその鬼であるo主体のB己雷蔵の中心には昇二次

犬蔵頻度戒が.神慮にとってばあク､それば穿き潜めで孝賓すればこ彦

搾国運国家の粛啓そのものの巌者をLにばをLiをい携署をのどがこウ

氏にその虜,#ばをいorカの窟摩Jが鳳際密会での rカJを兵いつつあ

るというj謬戯をウ氏は示すが.そして虜家を超えるEUのようを磨きに

.材L大きを希望を,託すが＼やばク禅鳥のようにラジカル(#庶畝)に一諸藩

が澄まをいの払 やばク鼻二次大都の意味するPF75gについてどこまで顔

顔瀞に者滋彦 Cか否カ､､そのGFlg留では7?いだろうかo穿ってその顔の､

粛在と将栗CrHす,5彪力著の藤き方に大きを差が背で (るoクjeは Tjベ

ラjL,7Tir普題の鰍 窟者であるo神慮ばそのjEを_見つめるo腐るitL-

神島何歳その斉を月つめる0

5 それにLてる､ク虎の虜状に.材する屠算と,監督の厨を行き.来する､いわ

ば弁粛葺静を思考のプUセスは婁夢では7?いかと思うo粛々もそうL71-

者だ方を､あっとあっと肉体控LZEければをらをいと.思う｡児百の5本

藤を超克でク虎を兼題を虐めをけ允ばをらをいと改めて感L:PL･0 それが

rもっとウォルフレンをJという意味であぶD LかLク虎を友とL,つつ

も､････
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いわば<おまけ>としての､もう一冊のウルフレンの著作の要約

ブッシュ ･『世界を壊した権力の真実』(GeorgeBushandthedestruction

ofworldorder)からのいくつかの引用､ポイント

*抽象概念を相手に戦争をしたのでは勝利することはありえない｡戦争に

勝つためには､いずれは降伏させて講和条約を結ばせることのできる相

手が必要である｡

*世界的と称された出来事が､たいてい数ヶ月のしないうちに忘れ去られ

る｡ しかし､2001年秋に ｢世界が変わった｣と何度も繰 り返された時､

それは決して誇張ではなかった｡

*それが崩壊した教訓から導かれるのは､軍事力は望ましい未来を保障し

てくれないということだ｡ソ連は軍事力はまだ無傷で残っていたにもか

かわらず消滅したのである｡

*アメリカが20世紀に少なくとも二度､世界の政治文明を救ったことに疑

問の余地はない｡-度目はヒットラーを打ち破 り､日本のアジア支配を

終わらせた時｡二度目はソ連の拡張主義を首尾よく食い止めた時0

*ここに来てアメリカは以前と同じアのアメリカなのかという問いが大き

く浮上してきた｡

*世界テロに立ち向かう国際社会の努力を主導してゆこうとするなら､ワ

シントンは､パリやロンドンや､ニューデリーのあるいは東京やベルリ

ンの考えを無視することはできないはずだ｡

*メディアの主流の政治評論からは､立体的な見方がすっか り姿を消し

た｡アメリカがあれほど誇っていた言論の自由が､実質的には存在しな

くなったのだ｡
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